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( 科目コード：8808420007AP)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】品質管理特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・2 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫

【授業目標・教育方針】
(1)「品質の向上」と「品質の維持」の重要性を理解する。
(2) 品質を向上させるときに必要な統計的方法の基礎と応用の仕方を理解する。
(3) 品質の向上に、統計的方法を用いて、データ解析を行い、結論が出せるようにする。

【授業概要】
(1) 製品やシステムの品質を向上させるための基本的な考え方
(2) データがばらつく場合の意志決定の基本（統計的仮説検定と推定）
(3) 実験を行うときの基本的な考え方
(4) 最小二乗法による実験式の作成と誤差評価
(5) 最適条件を求めるための実験計画法
(6) 寿命データの信頼性解析と信頼性設計

【教科書・教材・参考書 等】
参考書
(1) 永田靖 ,「入門統計解析法」, 日科技連出版社 ,1997
(2) 田中豊他 ,「パソコン統計解析ハンドブックⅡ多変 量解析編」, 共立出版 ,1986
(3) 中里他 ,「品質管理のための実験計画法テキスト」, 日科技連出版社 ,1997
(4) 真壁肇他 ,「信頼性解析モデル」, 共立出版 ,1989

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
理論と実践を授業の基本とし、統計的方法の内容を図にして理解を高める。

【メッセージ】
質管理は、品質を高め、そのレベルを維持することが目的であり、各種統計的方法が用いらている。確率統計で学習
した統計的基礎が、品質向上の際に、回帰分析、実験計画法、信頼性理論にどのように応用・展開されているかを理
解したい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：85%，レポート：15%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：品質管理特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回　 品質の向上 　　 講義概要、品質を向上させる基本的な考え方、実験を
行うときの基本的な考え方

第 2 回　 データ処理の基礎 実験での Fisher の３原則
統計的方法の基本構造

第 3 回　 単回帰分析 (1)  最小二乗法による回帰式の作成、回帰係数の推定 課題
第 4 回　 単回帰分析 (2) 実験誤差の大きさの求め方

確率変数の線形式の分布
第 5 回 単回帰分析 (3)　 回帰係数の推定量の分布
第 6 回　 単回帰分析 (4)　 回帰式の推定量の分布

回帰式の信頼区間
課題

第 7 回 単回帰分析 (5) データの予測値の分布とデータの予測区間
寄与率の意味と求め方

課題

第 8 回　 重回帰分析 重回帰分析の構造
回帰係数の推定と検定

第 9 回 実験計画法 (1)　 分散分析の意味と手順
第 10 回　 実験計画法 (2)  1 元配置法 課題
第 11 回  実験計画法 (3) ２元配置法
第 12 回　 信頼性理論 (1)　 寿命データの特徴、故障率による寿命パターン、故障

率曲線
第 13 回　 信頼性理論 (2)  寿命分布、指数分布，対数関分布，ワイブル分布
第 14 回  信頼性理論 (3) システムの信頼度

信頼性設計 ( 直列システム，並列システム )
課題

第 15 回　 定期試験
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